	小学１年
	生活

	がっこうたんけん

	単元名
	がっこうのなかをあるこう

	GIGA対応
	Step1
	・誰でも活かせる1人一台端末
・一人一人の学習進捗状況を可視化する。
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自動的に生成された説明]
目標
· 自分たちが生活する学校の様子について知ることができる。
· 学校にはたくさんの人々がいて支えられていることに気づき、学校の一員として、楽しく、安心して遊びや生活しようとする態度を養う。
· 学習で使うテンプレートを使用し、ICTの基本的な操作に慣れることができる。

ICT活用のポイント
テンプレートを利用し、マウスやタッチパネルなどに慣れる。
絵を動かす動作を行うことで、初めてICTを使う児童でも楽しくできる。
本時のめあて


学校たんけんで気づいたことを、ICTを活用して整理することができる。




	学習活動
	ICT活用における教師の指導・支援

	[image: ]導入
	1. 本時の学習課題を確認する。

· 前時に学校の中を歩いたことを思い出し、ICTの使用と学校内の教室を復習することを伝える。

· 児童各々が、さらに知りたい教室を本時間の最後に聞くので、一つ決めることも考えながら学習することを話す。


2. タブレットやPCを用意し、テンプレートの準備を行う。

· タブレットやPCを使用する時の注意事項などを説明する。
	

· 前時でも利用した黒板や電子黒板などで学校の地図や案内図を見せながら、本時の説明をする。

· 「学校探検で〇〇ができる教室があったよね」などヒントを話すなど、子どもが思い出しやすいような言葉かけをする。





· 各々で所有するICTがきちんと作動するか確認する。
· グループや班にすることで、分かる児童が教えてあげられる。【パソコンの基本操作を指導する場合】
「きほんそうさ」を電子黒板に提示し、操作を確認する。（要インターネット接続）
▶　https://kodomo-office.jp/howto/


	
	3. テンプレートを利用し、学校の教室を復習する。

· テンプレートを利用して、教室の名前と絵が合うものをあてはめていくことを伝える。
[image: 文字と写真のスクリーンショット

中程度の精度で自動的に生成された説明]















4. 班やグループで答え合わせ

· 間違っている、合っているかではなく、お互いに教え合い、協力することの大切さを伝える。
	


· タブレットを起動し、デジタル教材がきちんと画面に出ているかを確認する。

· テンプレートでの学習を児童が進められているかの学習進歩状況を確認する。
【児童向け操作ガイドの表示】
テンプレート内に設置された下のボタンを押すと児童向け操作ガイドが表示される。
（要インターネット接続）
※インターネット環境がないなど、ボタンが不要な場合は、教師が事前に削除することが可能です。

















· グループや班でお互いに話し合っているかを確認し、一人で取り組むだけではなく、みんなでお互いに学び合う大切さを言葉かけなどで伝える。[文書の重要な部分を引用して読者の注意を引いたり、このスペースを使って注目ポイントを強調したりしましょう。このテキスト ボックスは、ドラッグしてページ上の好きな場所に配置できます。
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	5. 本時の振り返り

· 教師と児童でタブレットを見ながら答え合わせを行う。

· どの教室についてもっと知りたい、調べたいかを各々の児童が決め、教室名をノートやワークシートに記入し、次時につなげる。

· デジタル教材（ICT）の保存、片づけを行う。
	

· ICTで1人1人の学習進捗状況を確認しながら、答え合わせを行う。

· 次時に自分が知りたい教室について調べることを話し、児童が興味をもった教室をノートやワークシートに記入することを促す。

· 本日の作業をデジタル教材にきちんと保存できているか、ICTをきちんと片づけているかなどを確認する。
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1 「がっこうたんけん」のテンプレートは、「がっこうたんけん１」の他に「がっこうたんけん２」「がっこうたんけん３」があります。
2 「がっこうたんけん２」では、それぞれの教室が校内のどこにあるかを階数ごとに確認できる学習に利用できます。
3 「がっこうたんけん３」では、印刷してワークシートとして活用でき、実際に学校内を歩いて各教室のスタンプやシールをつけながら楽しんで学習することが出来ます。
応用例


がっこうたんけん_解説　参考
©Zetta Linx inc.
がっこうたんけん

がっこうたんけん
©Zetta Linx inc.
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小学１年  生活  

がっこうたんけん  

単元名  がっこうのなかをあるこう  

GIGA 対応  Step1  ・誰でも活かせる 1 人一台端末   ・一人一人の学習進捗状況を可視化する 。  

  目標      自分たちが生活する学校の様子について知ることができる。      学校にはたくさんの人々がいて支えられていることに気づき、学校の一員として、楽しく、安心して遊び や生活しようとする態度を養う。      学習で使うテンプレートを使用し、 ICT の基本的な操作に慣れることができる。     ICT 活用のポイント   テンプレートを利用し、 マウスやタッチパネル など に慣れる。   絵を 動かす動作を行うことで、 初めて ICT を使う児童でも楽しくできる 。            

学習活動  ICT 活用における教師の指導・支援  

導 入  1.   本時の学習課題を確認する。        前時に 学校の 中 を歩いた ことを思い 出 し、 ICT の使用と 学校 内の教室 を 復習することを 伝える。        児童各々が、さらに知りたい教室を本 時間の最後に聞くので、一つ決めるこ とも 考えながら 学習することを話す。       2.   タブレットや PC を用意し、テンプレート の準備を行う 。        タブレットや PC を使用する時の注意 事項などを説明する。         前時でも利用した 黒板や電子黒板 など で学校の地図や案内図を見せな がら、 本時の説明をする。        「 学校探検 で 〇〇 ができる教室があった よね」などヒントを話すなど、子どもが思 い出しやすいような言葉かけをする。                各々で所有する ICT がきちんと作動する か確認 する 。      グループや班にすることで、分かる児童が 教えてあげられる。  

学校たんけんで気づいたことを、 ICT を活用して整理することができる。    
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